
発掘調査報告書 

書   名 年度 内   容 頁 数 
重 量 

厚 み 
定 価 版 形

安城市埋蔵文化財発

掘調査報告書第１集

「御用地遺跡」 

平成

８年

市域北部の縄文晩期・古墳時代後

期～奈良時代・中世の集落址の調

査報告書。 
２３０頁

１０３０ｇ 

1.6cm 
２,０００円 Ａ４縦 

安城市埋蔵文化財発

掘調査報告書第２集

「小薮遺跡・ 

東端貝塚・寺下貝塚」 

平成

９年

縄文時代晩期・古墳時代後期（小

薮遺跡）、縄文時代晩期・中世の貝

塚（東端貝塚、寺下貝塚）の調査報

告書。 

１０２頁
４５５ｇ 

0.8cm 
１,１００円 Ａ４縦 

安城市埋蔵文化財発

掘調査報告書第３集

「桜林遺跡」 

平成

９年

二子古墳の南に接する部分の調査

報告書。弥生時代後期～古墳時代

前期の土器集積、古代の墨書土

器、祭祀関連遺物などが出土。 

２０３頁
８００ｇ 

1.2cm 
１,８００円 Ａ４縦 

安城市埋蔵文化財発

掘調査報告書第４集

「本神遺跡」 

平成

１０年 

碧海台地東縁部に作られた弥生時

代後期の環壕集落址。環壕内より

多量の欠山式土器が出土。 
１５２頁

６５０ｇ 

1.2cm 
１,６００円 Ａ４縦 

安城市埋蔵文化財発

掘調査報告書第５集

「石川丈山邸址」 

平成

１０年 

江戸初期の文人、石川丈山が幼少

期に過ごしたと伝えられている中世城

館跡の調査報告書。 
９２頁

４３５ｇ 

0.7cm 
１,２００円 Ａ４縦 

安城市埋蔵文化財発

掘調査報告書第６集

「中狭間遺跡」 

平成

１１年 

古井遺跡群の一角に位置する弥生

時代後期～古墳時代前期を中心と

する遺跡で、多数の外来系土器が

出土。 

２０６頁
７７０ｇ 

1.3cm 
２,６００円 Ａ４縦 

安城市埋蔵文化財発

掘調査報告書第７集

｢安祥城址 

寒池遺跡 郷裏遺跡」 

平成

１１年 

市内３遺跡の緊急発掘調査の報告

書。中世城館址の安祥城址、中世

集落址の寒池遺跡、別郷廃寺に関

連すると思われる郷裏遺跡を収録。 

７６頁
３６０ｇ 

0.6cm 
１,１００円 Ａ４縦 

安城市埋蔵文化財発

掘調査報告書第８集

「釈迦山遺跡」 

平成

１２年 

本神遺跡に隣接する遺跡。弥生時

代後期を中心とした土器のほか、多

数の木製品が出土した。 
１８６頁

８００ｇ 

1.4cm 
２,０００円 Ａ４縦 

安城市埋蔵文化財発

掘調査報告書第９集

「古井堤遺跡  

二タ子遺跡」 

平成

１３年 

いずれも古井遺跡群の一角に位置

する遺跡で、弥生時代中期～古墳

時代前期の遺物を中心にして出土。
２０１頁

６９０ｇ 

1.2cm 
１,８００円 Ａ４縦 

安城市埋蔵文化財発

掘調査報告書第１０集

｢鹿乗川流域遺跡群｣ 

平成

１３年 

鹿乗川流域遺跡群内において行わ

れる県営ほ場整備事業に先立つ範

囲確認調査の報告書。弥生時代後

期～古墳時代前期の土器を中心に

出土。 

１１２頁
５００ｇ 

0.9cm 
１,６００円 Ａ４縦 

安城市埋蔵文化財発

掘調査報告書第１１集

「宮下遺跡」 

平成

１４年 

古井遺跡群のひとつである弥生時

代中期から古墳時代前期の遺跡。

多数の土器とともに、木製品、墨書

土器、人面文土器片が出土。 

１４０頁
６１５ｇ 

1.1cm 
１,６００円 Ａ４縦 

安城市埋蔵文化財発

掘調査報告書第１２集

「寺領廃寺」 

平成

１６年 

奈良時代後期～平安時代後期に

かけての古代寺院の発掘調査報告

書。金堂跡・講堂跡・塔跡と共に多く

の瓦片が出土。 

２０８頁
９２０ｇ 

1.5cm 
１,７００円 Ａ４縦 

安城市埋蔵文化財発

掘調査報告書第１３集

「鹿乗川流域遺跡群Ⅱ」 

平成

１６年 

鹿乗川流域遺跡群内における県営

ほ場整備事業に伴う発掘調査の中

で、平成１０年度調査分の報告書。

弥生後期を中心として多くの土器片

が出土。 

２４２頁
１０３０ｇ 

1.7cm 
２,０００円 Ａ４縦 
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安城市埋蔵文化財発

掘調査報告書第１４集

「姫下遺跡  

大畑遺跡 長先遺跡」 

平成

１６年 

市内遺跡の緊急調査報告書。 

大畑遺跡においては、灰釉陶器と共

に鍛冶遺構と思われる土壙や鉄滓

が出土。 

６９頁
３５０ｇ 

0.6cm 
１,０００円 Ａ４縦 

安城市埋蔵文化財発

掘調査報告書第１５集

「鹿乗川流域遺跡群Ⅲ」 

平成

１７年 

鹿乗川流域遺跡群内における県営

ほ場整備事業に伴う発掘調査の中

で、平成１０年度調査分の報告書。

弥生中期～後期を中心として多くの

土器片が出土。 

４１０頁
１４１０ｇ 

2.1cm 
４,０００円 Ａ４縦 

安城市埋蔵文化財発

掘調査報告書第１６集

「亀塚遺跡」 

平成

１７年 

鹿乗川流域遺跡群の南方の一角を

占める亀塚遺跡の１次と３次の調査

報告書。桜皮巻土器（県指定文化

財）など弥生期から近世にかけて多く

の遺構、遺物を発見。 

１１６頁
５３０ｇ 

0.9cm 
１,６００円 Ａ４縦 

安城市埋蔵文化財発

掘調査報告書第１７集

「鹿乗川流域遺跡群Ⅳ」 

平成

１７年 

平成１０年度に実施した鹿乗川流域

遺跡群内における県営ほ場整備事

業に伴う発掘調査報告の完結をみ

る。弥生時代中期から近世にかけて

多くの遺構、遺物を発見。 

２４６頁
１０９０ｇ 

1.7cm 
２,３００円 Ａ４縦 

安城市埋蔵文化財発

掘調査報告書第１８集

「亀塚遺跡Ⅱ」 

平成

１８年 

１９７７年に行われた第２次調査の報

告書。全国的にも有名な人面文土

器（県指定文化財）や南関東系土

器などの外来系土器が多く出土。 

１５８頁
７１０ｇ

1.2cm 
１,６００円 Ａ４縦 

安城市埋蔵文化財発

掘調査報告書第１９集

「史跡 二子古墳」 

平成

１８年 

矢作川流域で２番目の規模をもつ国

指定史跡・二子古墳の範囲確認調

査報告書。前方後方墳であり、調査

の結果この地域でも最古の古墳にな

る可能性が高まった。 

１８２頁 ８５０ｇ １,７００円
Ａ４縦 

完 売

安城市埋蔵文化財発

掘調査報告書第２０集

「野辺遺跡」 

平成 

１９年 

１９７２～１９７３年に行われた調査。

弥生後期、古墳後期～古代の溝が

検出され多量の土器等が出土。弥

生前期の伊勢系の亜流遠賀川式

土器なども出土している。 

１１８頁
５４４ｇ 

0.9cm 
１,５００円 Ａ４縦 

安城市埋蔵文化財発

掘調査報告書第２１集

「鹿乗川流域遺跡群Ⅴ」 

平成 

１９年 

平成１１年度に実施した県営ほ場整

備事業に伴う発掘調査報告書。弥

生時代中期～古墳時代中期の遺

構・遺物を検出。日本で最古級とさ

れる横櫛も出土している。 

４９０頁
２０５０ｇ 

3.2cm 
３,５００円 Ａ４縦 

安城市埋蔵文化財発

掘調査報告書第２２集

「堀内貝塚」 

平成 

２０年 

昭和２年の調査を皮切りに５次にわた

る調査が行われ、それらの成果全て

を報告。特に平成７～８年に行われ

た５次調査では縄文時代晩期の墓

域が確認され、東海地方の墓制研

究に必携の報告書。 

４５６頁
１５６０ｇ 

2.3cm 
３,０００円 Ａ４縦 

安城市埋蔵文化財発

掘調査報告書第２３集

「鹿乗川流域遺跡群Ⅵ」 

平成 

２０年 

平成１２年度に実施した県営ほ場整

備事業に伴う発掘調査報告。弥生

時代後期～古代にかけての多数の

遺構・遺物を検出。 

３３６頁
１１８０ｇ 

1.8cm 
２,０００円 Ａ４縦 
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安城市埋蔵文化財発

掘調査報告書第２４集 

「山崎遺跡 山崎城址」 

平成

２１年 

昭和 41・42 年に実施された山崎城

址の範囲にある山崎遺跡の発掘調

査と、昭和 43 年に大半が滅失した

山崎城址の測量調査を再報告。 

９４頁
４５０ｇ 

0.8cm 
１,２００円 Ａ４縦 

安城市埋蔵文化財発

掘調査報告書第２５集 

「別郷廃寺 河原遺跡

向田遺跡」 

平成

２１年 

市内３遺跡の平成 12 年度に実施し

た試掘調査の報告書。古代寺院跡

である別郷廃寺、古代の墨書土器

が出土した河原遺跡、鹿乗川流域

で新規発見された向田遺跡を収録。

７０頁
３５０ｇ 

0.6cm 
１,０００円 Ａ４縦 

安城市埋蔵文化財発

掘調査報告書第２６集 

「鹿乗川流域遺跡Ⅶ」 

平成

２２年 

平成 13・14 年度県営ほ場整備事業

による調査報告書。これまでの鹿乗

川流域遺跡群の調査成果から時期

別の集落動態を明らかにした一冊、

必見です。 

４２３頁
１５２０ｇ 

2.3cm 
2,400 円 Ａ４縦 

安城市埋蔵文化財発

掘調査報告書第２７集 

「史跡 姫小川古墳」 

平成

２２年 

国指定史跡姫小川古墳の墳丘範

囲確認調査。後円部には幅 10ｍ前

後の周溝が巡り、墳丘規模も 65ｍ程

度の前方後円墳と判明しました。三

河における前期古墳を考えるには必

読書です。 

１５１頁
６２２ｇ 

0.9cm 
１,5００円 Ａ４縦 

 


